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1. はじめに

パレイショは，原産地の南米アンデス地域で伺千年に

も渡り栽培され続け，地域特有の需要や噌好を反映した

特徴ある品種群が選抜されてきた.また海抜4000mに

およぶ山岳地域の過酷で変化の大きな気候に応じて，品

種群が選抜されてきた. この広域で長年の選抜は，複数

の栽培種から成る多くの異なる表現型を生みだした(松

林 1981).原産地の畑では，現在でも 100種類以上のパ

レイショが一つの村で認められる. これらのパレイショ
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は世界的に普及している四倍性の普通栽培種 Solanum

tuberosum ssp. tuberosum L.とは異なり，原産地以外では

ほとんど栽培されない複数の Solanum属の栽培種から成

る(山本 2004). これら多様なパレイショは，皮色変異

と肉色変異に富んでおり，鮮やかな黄色や濃い紫色を呈

している.形も変異が大きく，円盤状に肩平な形からコ

イル状の極長形まで様々である.さらに，豊かな風味や

高い栄養的な品質特性も有している (Popenoeet al. 1989). 

日本のパレイショは，皮色が黄白色から褐色で肉色が

白色から淡黄色の品種がほとんどであり，赤皮であって

も肉色は白色から淡黄色であった. このため従来の育種

では，塊茎の肉質部に色素を含まないことが重要であっ

た. しかし近年，消費者の噌好が多様化し，従来とは異

なる品種特性が消費者に受け入れられるようになった.
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そこで，南米アンデス地域で栽培され続けてきた色素を

含有する栽培種を遺伝資源として利用し，ア ントシアニ

ン色素を含む赤~紫肉の有色パレイ ショ 品種が開発され

たところである. この有色品種は，消費者のパレイショ

に対する既存イメ ージを覆し市場の活性化と新規需要

の開拓を狙うものであった(森 2006). これら第一世代

の有色パレイシ ョは目新しい点では有意義であったが，

生産現場での実用性に劣るものであったすなわち，紫

肉の有色ノくレイシ ョと して育成した 「インカパープル」

(森ら 2009)は，いもの肥大が遅く 収量の安定性が低い.

赤肉の有色パレイ ショ として育成した 「インカレッド」

(森ら 2009)は，熟期が遅くいもの肥大も遅い 両品種

ともジャガイモシストセンチュウ (Globoderarostochiensis) 

抵抗性がないなどの欠点があり，より栽培しやすい品種

が生産現場から望まれていた.また，実需現場からは，

より色素含量の高い紫肉の品種も求められていた さら

に近年，アントシアニン色素の機能性が注目され，パレ

イショのア ントシアニン色素についても高い機能性が明

らかとなり(林ら2003，2006)，より生産性に優れ色素含

有量の高い有色パレイショの育成が望まれていた

本稿では，栽培特性や色素含量を向上させた第二世代

の有色ノ〈レイショ 3品種について，育成の経過と特徴を

報告する

2. 育成の経過

1)キタムラサキ

「キタムラサキ」は，1991年 7月に北海道農業試験場

ばれいしょ育種研究室(恵庭市島松，現:北海道農業研

究セ ンター)において人工交配で得られた実生集団から

選抜された(図1).当品種はジャガイモシストセンチュ

ウ抵抗性を有し，塊茎肉質部が紫色である(図 2) 母方

の「島系 571号」は，紫肉でジャガイモシス ト線虫抵抗

性を有する晩生多収の系統である 「島系 571号」は，明

治時代から栽培記録がある紫皮白肉の在来品種「根室紫」

の放任受粉種子に由来する「島系 284号J(塊茎維管束内

の一部が紫)を母方とする父方の 「島系 561号」は，中

早生でジャガイモシス トセンチュウ抵抗性と油加工適性

根室紫 一一一 島系284号「

(放任受粉結実種子の実生
ト 島系571号

PentlandDell 一寸 | 

R392-50 ー」

ツニカ ー「

← 島系530号 「
WB61037-4 ー...J

ト 島系561号

ND860-2 ー」

を有するが小粒で低収の系統である

「キタム ラサキ」の育成経過を表 lに示す 1992年に

1，260粒の交配種子を播種し網室内ポ ット栽培で実生個

体選抜試験を行い，切断面全面が紫肉色の 77個体を選抜

した肉色が濃く複数の種イモを確保できた 10系統につ

いて，個体二次選抜試験を省略し 1993年に圃場で l列植

えの系統選抜試験を行った.収量や塊茎の大きさなどの

実用形質を考慮して紫肉色の濃い 3系統を選抜しその

lつに 191091-103Jの系統番号を付した 1992年に収穫

した残り 67個体は， 1993年に個体二次選抜試験に供試

し5個体を選抜したが，翌年の系統選抜試験で総て棄却

キタムラサキ

ノーザンルビー

シャドークイーン

図2. パレイショ品種 「キタ ムラサキJ，["ノーザンノレピー」お

よび「シャドークイーン」における塊茎の形状と色

左から，縦断面，横面，頂部

ノーザンルビーキタムラサキ
シャドークイーン

(放任受粉結実種子の実生)

図1. パレイ ショ品種「キタ ムラサキJ，["ノーザンノレピー」および 「シャ ドークイー
ン|の系譜図
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した.1994年の生産力検定予備試験でジャガイモシスト

センチュウ抵抗性を確認し収量性も優れることから「島

系 578号Jを付した. 1995年より生産力検定試験および

系統・地域適応性検定試験に供試し特性が優れている

と評価された.しかし 1998年にウイルス擢病により試

験を中断した. ウイルスフリー化後に十分な供試用種い

もを増殖し 2000年に「北海部号」の地方番号を付し

て実用性の評価を再開した.2003年に種苗法に基づく品

種登録の申請を行い， 2004年に「ばれいしょ農林 50号」

として農林水産省の農作物新品種命名登録がされた.

表 1. IキタムラサキJの育成経過

系統名・
年次供試数選抜数

登録番号等
試験区分等

1991 831) 12602) 交配
1992 1260 77 実生{自体選抜試験
1993 10 3 91091-103 系統選抜試験

(67) (5) (個体二次選抜試験)
1994 3 2 島系 578号生産力検定予備試験
(5) (0) (系統選抜試験)

1995 生産力検定試験
1996 生産力検定試験
1997 生産力検定試験
1998 中断(ウイルスフリー化)
1999 試験用種いも増殖
2000 北海 88号生産力検定試験
2001 生産力検定試験
2002 生産力検定試験
2003 品種登録申請

2004 
ばれいしょ

命名登録
農林 50号

2006 第 14041号種苗法に基づく品種登録

J)受粉花数.
2)種子数，結実数は 17果.
括弧内の数字は， 1993年に系統選抜試験に供しなかった系統の
経過を示す.

2) ノーザンルビーおよびシャドークイーン

1993年9月に北海道農業試験場ばれいしょ育種研究室

(恵庭市島松，現:北海道農業研究センター)において，

191091-103J (後のキタムラサキ)の放任受粉による結実

種子を採種した.赤肉の「ノーザンルピー」および紫肉

の「シャドークイーン」は，この種子を 1997年に播種し

て得られた実生集団から，選抜された(図 1，図 2).多

様な遺伝子型の品種および系統が栽植されている育種圃

場での放任受粉であるため 父方の花粉親を特定するこ

とは不可能であった.

「ノーザンルビー」および「シャドークイーン」の育成

経過を表2に示す. 1997年に 896粒の種子を播種し，網

室内ポット栽培で実生個体選抜試験を行い，赤肉色もし

くは紫肉色の濃い 189個体を選抜した.1998年に個体二

次選抜試験を省略し，圃場で l列植えの系統選抜試験を

行った.収量や塊茎の大きさなどの実用形質を考慮し，

肉色の濃さで選抜し 193080綱引および 19308綱引の系統

番号を付した.2001年の生産力検定試験で有望と判定し

それぞれ「勝系4号」および「勝系3号」を付した.赤

肉の「勝系 4号」は 2002年の生産力検定試験および系統

適応性検定試験により，赤肉で栽培しやすくジャガイモ

シストセンチュウ抵抗性であることが評価され「北海 91

号」の地方番号を付した.紫肉の「勝系3号」は，ジャ

ガイモシストセンチュウ抵抗性は有しないが濃紫肉の特

徴が際だっていると評価され， 2003年に「北海 92号」の

地方番号を付した.両系統とも 2005年に種商法に基づく

品種登録の申請が行われ，同年に「ばれいしょ農林 56号J

および「ばれいしょ農林 57号」として農林水産省の農作

物新品種命名登録がされた.

3)分離集団の大きさの比較

パレイショは種いもを用いて増殖する栄養系繁殖作物

であるが，種子繁殖作物と同様に交雑育種を主な手法と

する. 4倍体ヘテロの遺伝子構成を有するため交雑後代

での表現型分離は大きく株の飛び抜けて優れる系統

表2. Iノーザンルビーjおよび「シャドークイーン」の育成経過

年次 供試数 選抜数
系統名・登録番号等

試験区分等
ノーザンノレピー シャドークイーン

1993 931 J) 採種(放任受粉)
1997 896 189 実生個体選抜試験
1998 189 18 93080-6 93080-8 系統選抜試験
1999 18 9 生産力検定予備試験
2000 9 7 生産力検定試験
2001 7 5 勝系4号 勝系3号 生産力検定試験
2002 4 4 北海91号 生産力検定試験
2003 4 2 北海92号 生産力検定試験
2004 2 2 生産力検定試験
2005 2 2 品種登録申請

2005 ばれいしょ ばれいしょ
命名登録

農林56号 農林57号

2009 第 17447号 第 17574号 種苗法に基づく品種登録

J)種子数.
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いる. このため，白から淡黄肉色の普通品種に比べ，栽

培特性や耐病虫性の選抜圧が不充分であったとの指摘は

免れない.

耐病虫性および調収量1:1，3. 生態・形態的特徴，

理特'1生

1)キタムラサキ

「キタムラサキ」の主要特性を表3に示す「男爵薯jに

比べ，萌芽期および開花期ともやや遅く，熟期は茎葉黄

変期が3週間以上遅い中晩生である.花の色は白で，花

数は中程度である そう性(草型)はやや直立型で茎は

太く茎長は長く， どの生育段階でも「男爵薯j より地上

部が大きし既存の紫肉品種「インカパープルJ(森ら

2009) と同様な経過をたどる(図 3).塊茎が着生するス

トロンは「男爵薯」より長いが，培土からはみ出して緑

を見いだしたなら， これを栄養系世代である塊茎で増殖

して品種とする. このとき交配種子数がすなわち変異幅

となるため，最初に多数の交配種子を確保し望ましい表

現型をいかにして上手く絞り込むかが重要である (Ross

1986) .一方で経済的な制約つまり施設や圃場の規模か

ら年聞の播種可能な種子数は限定される 北海道農業研

究センターにおいて本報告の有色ノ〈レイショ育成当時は，

l組合せあたり 224粒から 4，480粒を，年聞に約40，000粒

の播種規模で実生個体選抜試験を展開していた.同年代

の育成品種の播種数は， Iらんらんチップ(ばれいしょ農

林 53号)Jと「こがね丸(ばれいしょ農林 55号)Jが

4，480粒， Iはるか(ばれいしょ農林 60号)Jが 2，240粒

であった.これに比べ「キタムラサキ」の播種数は 1，260

粒， Iノーザンルビー」と「シャドークイーン」は 896粒

と少ない.さらに，実生個体選抜試験において，肉色に

よる強選抜を加えて分離集団の規模を急激に小さくして
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表3. IキタムラサキJ，Iノーザンノレピー」および「シャドークイーン」の主要特性概要

キタムラサキ

5/27 

7/1 

9/16 

男爵薯

5/23 

6/28 

8/24 

シャドークイーン

5/25 

6/30 

9/11 

ノーザンルビー

5/26 

7/1 

9/1 

中間

中

大

赤紫系
多

38 (6.0) 

3.8 (1.1) 

やや長

短

球形

深

白黄

白

10.1 (1.4) 
89 (13.6) 

3，940 (356) 

3，355 (469) 

16.3 (0.3) 

弱 (h)

~~ 
~~ 
~~ 
~~ 

少

中

やや粉

中上
中

中間
やや太

白(星形に紫)
多

81 (10.9) 

3.2 (0.5) 

やや長

中

長楕円形
浅

紫

紫

9.7 (1.4) 
100 (11.5) 
4，235 (632) 

3861 (661) 

18.6 (1.0) 

弱 (h)

やや弱

やや弱

やや強

弱

徴

中

中

中上

少

直立

やや太

やや大

白
中
57 (17.3) 

2.9 (0.9) 

やや長

中

長楕円形

浅

赤

赤

7.8 (1.2) 
110 (15.2) 

3，740 (204) 

3，393 (276) 

15.5 (0.7) 

強 (H1)

やや弱

やや弱

強

弱

少

少

やや粘

中

少

やや直立

太

白
中

76 (17.8) 

2.7 (0.4) 

長

中

倒卵形

浅

紫

紫

9.4 (1.8) 
124 (26.2) 

4，986 (243) 
4，592 (109) 

17.9 (0.7) 

強 (H1)

中

弱

やや強

弱

微

少
やや粘

中下

中

調査場所北海道農業研究センター(河西郡芽室町)• 
調査年次 2001 ~ 2005年の平均.

施肥量 (N，P205， K20， MgO: kg/10 a) : 6.0， 17.0， 10.2， 5.1 
栽植密度:珪間 75cm，株間 30cm 
植付:5月上旬，収穫 :9月下旬.
上いも重は20g以上のいも収量，中以上いも重は60g以上のいも収量.
でん粉価はライマン価と同義で(比重-1.05)x 214.5十7.5で算出.
括弧内の数字は，標準偏差を示す.
塊茎の休眠調査は， 10月下旬から暗所 180Cで保管し芽が 5mm以上に達した時を休眠明けとし，
茎葉黄変期からの日数を休眠期間とする.休眠期間は標準品種との比較で判定する

品種名

萌芽期(月/日)
開花期(月/日)
茎葉黄変期(月/日)

そう性(草型)

茎の太さ
小葉の大きさ
花の色

花数
茎長 (cm)

茎数(本/株)

塊茎の休眠期間
ストロン長

塊茎の形
日の深さ
皮色

肉色

上いも数(個/株)
平均 l個重 (g)
上いも重 (kg/10a) 
中以上いも重 (kg/10a) 
でん粉価(%)

シストセンチュウ抵抗性

疫病園場抵抗性
そうか病抵抗性
粉状そうか病抵抗性
Yモザイク病抵抗性

調理後黒変
水煮時の煮くずれ
水煮時の肉質
水煮時の食味
チップ・フライの褐変

L 
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化いもとなることは少ない.塊茎は目が浅く倒卵形をし

ており，皮色と肉色とも紫である(図 2).塊茎の休眠期

間は， r男爵薯」より長い生育段階の早い時期に茎葉処
理もしくは早期収穫を行うと 貯蔵した翌年春にストロ

ン基部側から萎びることがあるが，種いものとしての出

芽力には問題なかった.

収量は「男爵薯」に比べ，株当たりの上いも数はほぼ

同じだが，塊茎の平均 1個重が大きいため，上いも重で

20%以上多収である.でん粉価は「男爵薯」より 2%程

度高い.r男爵薯」の上いも重は7月下旬から 8月上旬に
かけて塊茎の肥大が進み増加するが， rキタムラサキ」の
平均 l個重は 8月中旬以降に増加し， 9月に入ると「男

爵薯」の上いも重を上回る.rインカパープル」との比較
では，上いも重はどの時期でも「キタムラサキ」が上回っ

ている(図 3). 

「男爵薯」と「インカパープルJが保有しないジャガイ
モシストセンチュウ抵抗性を有し，ジャガイモ疫病

(Phytophthora iψ'stans)の圃場抵抗性は中程度で，粉状
そうか病 (Spongosporαsubterranea)にはやや強と， r男
爵薯」に比べ耐病性が優れる.

「キタムラサキ」は，水煮時の煮崩れが少なく，肉質は

やや粘であり，食味は「男爵薯」より劣る.rインカパー
プル」と同様に，水煮や蒸しにより加熱するとアントシ

アニン系の紫色は色調がくすみ退色するが，放冷すると
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図3. パレイショ品種「キタムラサキ」の生育経過

2000 ~ 2002年の平均，図中のパーは標準誤差を示す.

上段:地上部生体重の推移，下段:上いも重の推移.

施肥量 CN，P20S， K20， MgO: kg/10 a) : 6.0， 17.0， 10.2， 5.1. 

色調が戻る.また，油を用いたフライ調理では紫色が鮮

明に残るが，褐変は中程度である.

2) ノーザンルビー

「ノーザンルビー」の主要特性を表3に示す.r男爵薯」
に比べ，萌芽期および開花期ともやや遅く，熟期は茎葉

黄変期が 1週間程度遅い中早生である.花の色は白で，

柱頭が赤紫に着色し，花数は中程度である.そう性(草

型)は直立型で茎はやや太く茎長は中程度である.地上

部生体重は， r男爵薯」より大きく既存の赤肉品種「イン
カレッドJ(森ら 2009)より小さい生育経過をたどる(図

4). rインカレッド」は晩生で地上部が開張型に大きく広
がる草型であるのに比べ「ノーザンルビー」は直立にま

とまった草型となり栽培しやすい.しかし， rノーザンル
ビー」は8月以降の生育後半で下葉から枯れ上がる生理

障害が見られることがある.塊茎が着生するストロンは

「男爵薯」より長いが，培土からはみ出して緑化いもとな

ることは少ない.塊茎は目が浅く長楕円形をしており，

皮色と肉色とも赤である(図2) 生理障害により塊茎内

に壊死細胞が生じる褐色心腐は， r男爵薯」と同程度発生
し，褐色心腐部位の周囲にアントシアニン色素が濃く蓄

積する現象が見られる.塊茎の休眠期間は， r男爵薯」と
同程度である.

収量は「男爵薯」に比べ，株当たりの上いも数が少な

いため，塊茎の平均 1個重が大きくても，上いも重がや

や下回る.でん粉価は「男爵薯」とほぼ同等であるが，

「インカレッド」が 12%程度であるのに比べ高い.r男爵
薯」の上いも重は7月上旬から高めに推移するが， rノー
ザンルビー」は8月上旬で「男爵薯Jと同水準に達する

「インカレッド」が8月下旬にようやく「男爵薯」並にな

るのに比べ上いも重の増加時期が早い(図 4). 

「男爵薯Jと「インカレッド」が保有しないジャガイモ
シストセンチュウ抵抗性を有し，粉状そうか病に強い

ジャガイモ疫病とジャガイモそうか病 (Str・eptomyces

scabies， S. turgidiscabies)にはやや弱であるが， r男爵薯」
に比べ耐病性が優れる

「ノーザンルピー」は，水煮時の煮崩れが少なく，肉質

はやや粘であり，食味は「男爵薯jよりやや劣る 「イン

カレッドJと同様に，水煮や蒸しにより加熱するとアン

トシアニン系の赤色はやや退色するが，放冷すると色調

が戻る.また，油を用いたフライ調理では赤色が鮮明に

残り，製品の褐変も少ない.

3)シャド クイーン

トンャドークイーン」の主要特性を表3に示す. r男爵
薯」に比べ，萌芽期および開花期ともやや遅く，熟期は

茎葉黄変期が2週間以上遅い中晩生である.花の色は白

で，花弁の脈に沿って星形に紫の着色があり，柱頭も紫

である.花数は「男爵薯」並に多い そう性(草型)は

中間型で，茎は濃い紫色をしており，やや太く茎長は長
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に白色の部分が存在するのに対し， Iキタムラサキ」は白

色部の面積割合が小さく， Iシャドークイーン」は白色部

を認めない.塊茎を 0.1mmの切片とし，透過光により

40倍で拡大観察したところ色素を含有する有色細胞と

色素を含有しない透明細胞の存在を認めた.アントシア

ニン色素は水溶性であり，塊茎の植物細胞内で多くの割

合を占める液胞内に蓄積するが，色素を蓄積する細胞(有

色細胞)としない細胞(透明細胞)があり，品種によっ

て有色細胞の分布が異なり色素量や目でみた色調も異な

る. Iシャドークイーン」は 「インカパープル」および

「キタムラサキ」に比べ明らかに有色細胞の比率が高く，

このため濃紫肉色を呈しアントシアニン色素含量が高い

と考えられる. Iインカレッド」の切断面には， Iインカ

ノfープル」と同様に維管束の外側に白色の部分が存在し，

有色細胞と透明細胞がそれぞれ固まって分布している.

これに対し「ノーザンルビーJは，ほぽ全面が赤色であ

るが発色が薄い.細胞の分布を調査すると， Iノーザンル

ビー」の有色細胞は透明細胞の聞にバラバラと分散して

広く分布しており， Iインカレッド」に比べ発色が薄くな

ると考えられる.
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い.塊茎の目は浅く長楕円形をしており，皮色と肉色と

も紫である(図 2).塊茎の休眠期間は， I男爵薯」と同

程度である.

収量は「男爵薯」に比べ，株当たりの上いも数はほぼ

同じだが，塊茎の平均 1個重がやや大きいため，上いも

重で 8%程度多収である.でん粉価は「男爵薯」より 2%

程度高い.

「男爵薯」と同様にジャガイモシストセンチュウ抵抗性

を有しない.粉状そうか病に強く，ジャガイモ疫病とジャ

ガイモそうか病にはやや弱であるが， I男爵薯」に比べ耐

病性が優れる

「、ンャドークイーン」は，水煮時の煮崩れが「男爵薯」

と同様で中程度，水煮時の食味は「男爵薯」並に優れる.

「インカバープル」や「キタムラサキ」と同様に，水煮や

蒸しにより加熱するとアントシアニン系の紫色は退色す

るが，調理品が熱い状態でも紫の色調は残り，放冷する

とさらに色調が戻る また，油を用いたフライ調理では

紫色が残るが，やや濃すぎる色調となり，褐変は中程度

である.

アントシアニン色素の塊茎内での分布4. 

「キタムラサキJ，Iノーザ、ンルビー」および「シャドー

クイーンjの色素構造について検討した.吸光度測定，

高速液体クロマトグラフィー (HPLC) および色素の質

量分析の分析方法は，既報(Hayashiet al. 1996，林ら 1997)

によった. 3品種の色素は吸光度測定の結果， Harborne 

(1960) の報告のようにアントシアニン色素と確認され

た また， HPLC分析の結果 3品種ともアントシアニ

ン色素は約6種類程度の色素で構成された.質量分析の

結果から， Iキタムラサキ」と「シャドークイーン」の主

色素は「インカパープル」と同じベタニン (petanin)，Iノー

ザンルビー」の主成分は「インカレッド」と同じペラニ

ン (pelanin) とそれぞれ推定された

塊茎のアントシアニン含量を，表4に示した.分散分

析の結果，品種間および調査年次に有意な差を認めた

年次により色素濃度が異なることは，加工原料として製

品の色調が不安定となる問題がある.生いも 1gあたり

5カ年の平均色素含量は，赤肉の「インカレッド」が

1.59 mgに対し「ノーザンルピー」が 1.85mgとやや多い

傾向にあったが，平均値に有意な差は認められなかった.

同様に，紫肉の「インカパープル」が2.04mg に対し， Iキ

タムラサキ」は2.54mgとやや多い傾向にあったが，平

均値に有意な差は認められなかった.一方， Iシャドーク

イーン」の色素含量は，生いも 1gあたり 7.40mgと他の

紫肉品種に比べ 3倍以上の含量があり 5カ年の平均値

に明らかに有意な差を認めた

有色カンショのアントシアニン色素は天然色素の抽出

原料として利用されており(山川 1999，熊谷 2000)，有

アントシアニン色素の主成分と含量5. 

塊茎切断面の様子と細胞の分布を図 5に示した.塊茎

切断面を観察すると， Iインカパープル」は維管束の外側
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パレイショ品種「ノーザンルビー」の生育経過

2003 ~ 2004年の平均，図中のパーは標準誤差を示す.

上段-地上部生体重の推移，下段:上いも重の推移

施肥量 (N，P205， K20， MgO: kgl10 a) : 6目0，17.0， 10.2， 5.1. 
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図4.



用いて色素原料としての評価を行い，結果を表5に示し

た.色価は，色素原料 1gが示す色の濃さを示すもので，

色価=吸光度 (A)/色素量 (g)で表される.色素溶液の

最大吸収波長で入射光を IOとし，色素溶液を透過して出

てきた透過光をIとして，吸光度 (A)は， A=log (r0!I) 

と定義される 色素 1gを 10mlに溶かした液の吸光度

が lのとき色価 lとなる.色素の抽出は，予め硫酸酸性

の抽出溶媒を調製しておき，そこへ試料をスライスして

直接投入した l番抽出は， ノーザンルビーとキタムラ

サキは試料に対して 3倍 シャ ドークイーンは 5倍で

0.5%硫酸を加水した 2番抽出はノーザンルピーとキタ

ムラサキは試料に対して 1.5倍，シャドークイーンは 2.5

倍で，0.25%硫酸を加水した. 3番抽出は水のみで l倍

加水したそれぞれ 24時間の室温静置にて抽出し，それ

ぞれの吸光度を測定して色価を求め，和により全体の色

価を算出した.比較対照として， 2006年の九州沖縄農業

研究センター産色素原料用サツマイモ 「ア ヤムラサキ」

を用いた.

アントシアニン色素含量がほぼ同じである「シャドー

クイーン」 と 「アヤムラサキ」を比較すると， ["シャ ドー

クイーン」の色価が 8.79u/gであるのに対し， ["アヤムラ

サキ」の色価は 83.27u/gであり，約 10倍の値となる.つ

まり同じ原料重量から天然色素製品を製造する場合は，

「、ンャドークイーン」は 10倍の原料が必要となる.色価

とは，色素製剤として色素を評価した場合の発色率や被

151 夕食パレイショ品種 「キタムラサキ」他

色バレイショについても同様な検討を行った.色素原料

用カンショのアントシアニ ン色素含量は，生いも 1gあ

たり「山)11紫」が 6.80mg (Hayashi et al. 1996)， ["アヤム

ラサキ」が 7.30mg (津久井ら 1999)であり， ["シャドー

クイーンjの 8.79mg (表 4)と同等な水準にある.しか

しアントシアニン主色素の成分が異なるため，同一含量

であっても発色の程度は大きく異なる.

そこで， 2008年度の北海道農業研究センター産塊茎を

(8) 

塵璽

表 5.有色パレイショのアントシアニン色素抽出原料としての
色価による評価

品種名

ノーザンノレピー

キタムラサキ
シャドークイーン
(比較)アヤムラサキ 2)

最大吸収波長 (nrn)

504.0 

524.2 

523.2 

528.7 

色価汀Cu/g)

5.77 (0.26) 

2.87 (0.13) 

8.79 (0.01) 
83.27 

材料・ 2008年北海道農業研究セ ンター産.
1)原料 1g中に含まれる色の基準濃度量.
2)色素原料用カンショ (2006年の九州沖縄農業研究センター産)

の測定結果
括弧内の数字は，標準偏差を示す (n=3)

有色パレイショ品種の塊茎切断面の肉色と塊茎肉質部に

おける色素細胞の分布

上段は塊茎を縦方向に切断した様子， 下段は透過光によ

る細胞の様子。

(A)インカパーフ勺レ， (8)キタムラサキ，(C)シャドー

クイーン，(D)インカレッド， (E) ノーザンルビー.

調査方法 ・条件:塊茎を VerticalSlicar HS-I (日本分光)

を用いて 0.1mmの厚さで切片を切り，光学顕微鏡でx40， 

透過光で色素細胞の分布を確認した.

図 5.

標準偏差

0.50 

0.50 

0.60 

0.74 

2.19 

2005 

1.25 1.59 a 

2.10 1.85 ab 
1.25 2.04 ab 

2.27 2.54 b 

8.74 7.40 c 

平均1)

表4. 有色パレイショ品種のアントシアニン色素含量 (mg/g生いも)

調査年次

2002 2003 2004 

1.31 2.39 
1.32 2.55 
2.65 2.62 

1.88 3.75 

5.96 9.70 

1.22 

1.82 
1.95 
2.69 

8.24 

2001 

1.77 
1.44 
1.75 

2.11 

4.34 

肉色

赤

赤

紫

紫

紫

品種名

インカレッド

ノーザンノレビー
インカパープノレ

キタムラサキ
シャ ドークイーン

1)同じアルファベット聞に平均値の有意差なし.

材料北海道農業研究センター産，9月末に収穫.
色素の抽出:40Cで塊茎(n=3)を磨砕し 3%トリフノレオロ酸で色素を抽出， Amberlite 
XAD-7樹脂 (オノレガノ)にて精製した.

田 LC分析:Waters社製 TM996フォトダイオードアレー検出器， 220 nrn ~ 700 nm 
測定波長， 525nmでアントシアニン色素ピークの検出， TSK gel ODS-80 TM (4.6 mm 
I.D. x 25，東ソー)，アセトニトリノレーO.I%TFA(1:4， V/V)溶離液， 400Cカラム
温度， 0.8 ml/min.流速にて測定した.
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して供給し，製品の色を安定させることができる さら

に色素高含有を生かした機能性食品を開発することによ

り，パレイショ消費拡大に結びつけ生産振興に寄与する

ものと考える.

2006年にアメリカ合衆国アイダホ州で開催された第 6

回国際パレイショ会議 (6thWorld Potato Congress)では，

品種見本圃場において紫肉および赤肉の育成品種・系統

が多数展示されていた.パレイショの含有する色素等の

機能性や豊かな色彩性が注目されており，品種育成と利

用開発が進められている (Brownet al. 2008). アメリカ

合衆国で流行する文化的な事象の多くが， 日本へ取り入

れられる情況にあり，食文化も例外ではない.機能性や

多様な色彩を特徴とするパレイショ加工製品が， 日本へ

輸入される可能性があり，赤および紫のポテトチップな

どは僅かであるがすでに輸入されている. このとき，生

産性と利用適性の優れる国産の有色ノ〈レイショ品種とそ

の加工製品が存在すれば，輸入圧力に対抗可能であると

期待する.
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小面積の需要にも応える種いも生産の積極的な取り組

みをした大樹町農業協同組合， iキタムラサキ」と「ノー

ザンルピ-Jの組織的な生産によるスナック菓子原料の

供給体制を確立し産直販売所での商品揃えとして前記2

品種に加え「シャドークイーン」の販売を推進した芽室

町農業協同組合，有色パレイショを原料とする新規商品

開発に取り組んだカルビー株式会社，系統適応性検定試

験および耐病虫性特性検定試験の担当者には，それぞれ

の専門分野でご、尽力いただいた.また， 日本いも類研究

会には，家庭菜園からの需要掘り起こしとして新品種の

試験栽培用種いも配布事業でご、尽力いただいた.さらに，

北海道農業研究センターの技術専門職員ならびに非常勤

職員各位には，育種試験を支える圃場管理業務にご尽力

いただいた. ここに記して謝意を表します.

本研究の一部は， 2003年から 2005年に実施された農

林水産省プロジェクト研究「新鮮で、おいしい「ブランド・

ニッポンj農産物提供のための総合研究」の成果である.

染色物を染める力の評価に当たる.パレイショのアント

シアニン色素の場合，色素 1gあたりの発色率がサツマ

イモアントシアニン色素に比較して1/10程度である.こ

れは通常色素として添加する濃度として考えるとき， 10 

倍の濃度にしないと視覚的にはサツマイモ色素と同等に

ならないことを意味している. したがって，現状の有色

パレイショ品種の色素濃度では，天然色素の原料として

利用がいまだ難しい状況である.

6.育成の意義

赤肉色の「ノーザンルビーJ，紫肉色の「キタムラサ

キjおよび「シャドークイーン」は， 2005年頃から栽培

が開始された.種いも増殖が軌道に乗った 2007年以降，

これら第2世代有色品種は，第 l世代有色品種の「イン

カレッド」および「インカバープル」に置き換えて急速

に普及している(図 6).第2世代有色品種は，栽培しや

すく実用性が向上したことにより，家庭菜園や産直販売

向けを中心として，種いも需要が増加している.有色パ

レイショの育成は，これまで「男爵薯」や「メークインJ

しか知らなかった消費者が，意識的に新品種を手にする

機会を作り出している.また， iキタムラサキ」と「ノー

ザンルビー」は，赤・紫・白の 3色を混合したスナック

菓子製品の原料として，それぞれ「インカパーフ。ル」お

よび「インカレッド」を置き換えて普及が始まった. こ

れにより安定した品質と価格の原料を，供給することが

できるようになった.

「インカパープルjと「インカレッド」の含有するアン

トシアニン色素成分は，抗酸化能などの一般的な機能性

(五十嵐ら 2000)に加え，抗インフルエンザ活性 (Hayashi

et al. 2003)やヒト胃癌細胞のアポトーシス誘導効果

(Hayashi et al. 2006)のようなパレイショに特有な機能性

が確認されている.同じ主色素を含有する「キタムラサ

キJ，iノーザンルビー」および「シャドークイーン」も

同様な機能性が期待される.iシャドークイーン」は，有

色パレイショの調理加工品に，色素濃度の高い副原料と
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